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祝福への当然な確信（創世記12:1-3）
いつものお話しでありますが、皆さんは、自分で考えている何億倍以上、神様にとって尊い貴重な存在です。神様の恵みによって、また、聖書に基づいて、どれほどそれに気づくようになるのかがすべてのポイントになると思います。そういう意味で皆さんは、ただたまたま世の中を生きていく存在ではなくて、神様に召されている方であるし、神様の確かな聖なる目的があって、今生かされている存在であることを忘れてはいけません。パウロは、刑務所の中にいるときでも外にいる信者に向かって、あなたがたがどれほど尊い存在なのかを証明するために、神様が聖霊を通してあなたの内側に証印を押されたのだよと言いました。証明が終わって、お墨付きのような表現をしています。それから、パウロは、そういったことは良いことをしてもらうために神様がそうされたのだということもおっしゃっています。大体私たちがクリスチャンになるためには、人それぞれきっかけがあったと思います。ある人は、人生につまずき、また、人にがっかりして裏切られたり、あるいは経済的なトラブルや健康の問題、様々なことがきっかけになってイエス様を信じますとなったと思います。しかし、そのきっかけがきっかけのまま留まっていてはいけません。皆さんは、それぐらいの存在ではありません。でも、残念ながら、クリスチャンでありながらもきっかけそのもの、その程度ぐらいにみな考えています。そうではなくて、皆さんは、神様の聖なるご計画があって、ひとりひとりそのようなきっかけを通して召されているだけです。クリスチャンとしてきっかけではなくて、それを通して神様に召され、神様が新しく造られた自分がどんな存在なのかを発見していくということがとても大切なテーマになると思います。
その正しい自分発見のために今日は、アブラハムを通して考えていきたいと思います。アブラハムは神様に召された途端、アブラハムの頭では想像もできない、想像をはるかに超える祝福を宣言されます。それが神様に召された人に許されている祝福です。アブラハムは召された途端に「あなたは祝福となる」と宣言されました。なにもまだアブラハムはやったこともありません。アブラハム自分自身がなにかを修正されたということもまだありません。いま召された途端に、同時に祝福を宣言されました。その祝福がアブラハムの頭の中には収まらないほどの創造をはるかに超える祝福でした。皆さんも聞いてご存知だと思いますが、その祝福を私たちが整理するために言葉でまとめるとこのような祝福になります。あなたが祝福となるというのは、祝福の根源という意味なので、根源的な祝福をいただき宣言されました。根源というのは、その人の存在、その人の人生そのものが根っこから祝福だという意味です。それから、あなたによってとおっしゃっています。それを代表的な祝福と言います。周りから見てその人が主人公、中心になってすべてが動くようになる代表的な祝福です。また、日本語の表現は少し曖昧な部分がありますが、あなたから生まれるものによってすべての民族が祝福されるという表現があります。それが記念碑的な祝福とまとめられるものです。あなたの子孫によってというのは、それがずっと残っていくということです。自分が亡くなったあとでもずっと記念碑的な祝福が続くようになるという祝福を宣言されています。また、あなたによってすべての民族が祝福されるようになると言われています。これを時代的な祝福とまとめます。アブラハムは、このような祝福の主人公になりました。それから、あなたを祝福する者はわたしが祝福し、あなたをのろう者はわたしものろう。つまり、あなたの祝福を邪魔する者などはありえません。あなたの祝福はだれも止められないという意味です。そういう意味でアブラハムに与えられていた祝福のことを不可抗力的な祝福という表現を使ってまとめるようになるわけです。いま短い時間アブラハムに宣言されているこの祝福を全部説明することは無理でしょう。でも、私たちが大体考えられるのは、とにかくアブラハムの頭の中には収まらないほどの創造をはるかに超えた祝福をアブラハムはいただいているし宣言されていたということです。

アブラハムはなぜここまで祝福されたのでしょうか。アブラハムのどこが良かったのでここまで神様に祝福を宣言されるようになったのでしょうか。ここがいちばん肝心なポイントです。アブラハムを召されたとき、いちばん最初におっしゃいました。「あなたは、あなたの生まれ故郷、あなたの父の家を出て、わたしが示す地へ行きなさい」とおっしゃいました。あなたの故郷を離れてとは、いままで神様を知らずに神を離れて自分本位で人生を生きてきた、その人生を離れることによって、ということです。それがアブラハムが祝福された根拠です。そして、そこを離れるというのは、どういうことなのかというと、わたしが示す地へ行きなさい。神様が示す地というのは、カナンです。この神様が備えられたカナンの地に行くということは、アブラハムの祝福の根拠です。なぜカナンの地に行く、また、自分の生まれた故郷を離れてカナンの地へ行くということがそれほどの祝福なのでしょうか。このカナンの地というものは、神様がアダムの時から約束された唯一の救いの道、人類の希望キリストが来られるために用意された土地なのです。つまり、アブラハムが召された途端にここまで祝福されるようになったその根拠は他にはありません。アブラハムが当時、他の人より神様に気に入られるような善良な人生を生きていたからではありません。皆さんご存知のように、アブラハムは偶像だらけの世界の中で、特に偶像を製造する家庭で、それを手伝っていた者なのです。そして、後ほど、神様に召されたのにもかかわらず、人間的な様々な弱さのゆえに、自分の妻を自分の身を守るために売り出すようなでたらめな人間なのです。アブラハムの人間性や人間的な条件などを通して祝福を測ろうとすると無理なのです。到底、かみ合わないし、到底、理解に苦しむわけです。そんなアブラハムは、しかも100歳になるまではずっと神様とかみ合わない状態が続くわけです。食べ物に困って自分の生計を立てていくために神様が示した地から逃げて、偶像だらけのエジプトに逃げ込んで大変な目に遭ったり、そういうトラブルの連続でした。そのようなアブラハムになぜこんなにも神様は祝福を宣言し与えられたのでしょうか。
理由は一つしかありません。私たちは生まれたときから今まで経験して教育を受けて、また、本能的に考えているような因果応報的な考え方、また、道徳や倫理や宗教に基づいてこの祝福を考えると到底、理解できません。理由は一つしかありません。アブラハムが神様に創造をはるかに超えたとてつもない祝福の主人公として宣言されるようになった根拠は、キリスト・イエス、その契約を握ったという一つしかありません。しかもこれから来られると約束されていて、まだ来ていません。これから来られるという約束のキリストを握っただけでこんなにも祝福されました。これが神様の祝福の内容でもあるし、やり方でもあります。神様はすばらしい人間、頑張る人間に祝福を与えられるわけではありません。神様は、できるだけ嘘をつかずに、誠実にまじめに生きるから、その人に報いを与えて祝福される、という方ではありません。アブラハムが信仰の先祖と呼ばれるようになりました。アブラハムが創造をはるかに超えて、実際、アブラハムは自分の頭でこの祝福を全部理解することはできませんでした。それほどあふれんばかりの祝福をアブラハムに与えられたその根拠は、しかもアブラハムが自ら求めて探したものではなくて、神様から与えられてカナンの地へ行きなさいと、全部神様がプロデュースされてセットアップしたわけです。一つの根拠、来られるキリスト、その契約を握っていた一つの理由でアブラハムはここまで祝福の主人公になったわけです。そのことをクリスチャンの私たちはよく覚えて、先ほども申し上げましたように、祝福の根拠として、このキリストの根拠として、このキリストの契約以外に右往左往、皆さんの頭や心の中で行き来するようなものがあれば全部消さないといけません。多くのクリスチャンが、今現在、厳しい何かがあったときに、なにか悪いことをしたのだろうか。私に昔なにかがあったのだろうか、ということをついつい考えてしまいます。キリストの契約の他に神様の祝福を左右するようなものはありません。人間性ではありません。まじめさでもありません。悪さをしたのかきれいに頑張ったのか、そういうことは関係ありません。自分発見のためにこの部分をしっかりとクリアしなければなりません。アブラハムは、このようにして祝福され、しかも祝福のスタートになりました。それでイエス様は、ヨハネ8：56を見ると、パリサイ人といろいろな議論をしている中でアブラハムはわたしのことを待ち焦がれて、わたしのことをずっと待って、それを見ていて祝福されたのだとおっしゃっています。パリサイ人は、「おまえはいま年がいくつなのか。アブラハムがいつの時代の人間だと思っているのか。おまえのことをアブラハムが見ていたなんて、いったい何歳なのか」と言いました。霊的なことが分かっていないので、キリストがまったくわかっていません。イスラエルは、キリストがわかっていません。福音がまったくわかっていませんでした。何千年に渡って。その中でたまにポツンポツンとレムナントと言われる人々によって福音が受け継がれるようになりましたが、全体的にはほぼほぼ福音とは関係ない歴史をずっとたどってきました。ですから、アブラハムがキリストのゆえに祝福された。そのキリストがイエス様なのだという話は全く受け入れられないことになっていたわけです。
そして、ここで私たちが吟味しなければいけないのが、ここまで祝福されたのにもかかわらず、実際、アブラハムはこの祝福のすべてを見て味わっていたわけではありません。そうではないでしょうか。もちろんスタートを切るという意味では、祝福の先祖に間違いありません。しかし、ここまであふれんばかりの祝福をいただいたにもかかわらず、あなたの子孫によってすべての民族が祝福されるとありますが、アブラハムがそれを見たでしょうか。確かにその祝福は間違いありませんが、それを見ていません。ですから、ここまでアブラハムは祝福されたのにもかかわらず、この契約が完成することによって見る祝福があるわけです。そのときまでは祝福は間違いありませんが、祝福が現れないわけです。アブラハムに宣言され、アブラハムが感謝していたのにもかかわらず、自分で経験してみることができませんでした。なぜなのでしょうか。キリストが来られるという契約が完成しないと効力が現れない祝福があったわけです。その契約の完成、キリストが実際に世に来られること、そして、そのキリストが世に来られるだけではありません。来られて自ら犠牲のいけにえとなられて、十字架にかけられすべてを完了したと宣言し、死の力を打ち破ってよみがえられて、しかも天に昇られて神の御座に座られ万軍の主となられることによって効力が発生する祝福だったわけです。ですから、アブラハムはここまで創造をはるかに超える祝福をいただいたのにもかかわらず、そして、その祝福の中を歩んでいたのにもかかわらず、時期的に見ることができない祝福があったわけです。キリストが実際に来られなければ発生しないものなのです。そして、来られて天に昇られたときから、契約ではなくて、新しい契約が始まります。その新しい契約とともに味わい体験してみることができる祝福があります。その新しい契約は、聖霊が臨まれるとエルサレムから地の果てにまでイエスの証人となるという新しい契約です。キリストが来られるという契約は、キリストが来られることによって完成します。その契約はもう終わりです。そのときからは、新しい契約が始まります。そのときからアブラハムに祝福が宣言されたのにもかかわらず、実際的に見て体験する祝福がそのときからあるわけです。そのことを覚えていてください。
それではアブラハムは来られるキリストを信じて、その契約を握った一つの理由で創造をはるかに超える祝福をいただいてその主人公になったとすれば、信者である自分、皆さんは、祝福の存在だということは、当たり前で当然でしょう。だから、皆さんは、祝福の存在だということに対して、そうなのか、そうでないのか探るのではなく、1秒も迷わずに、それは当然ではないかと思わなければいけません。なぜならアブラハムが来られるキリストの契約を握った一つの理由で根源的な、代表的な、記念碑的な、時代的な、不可抗力的な祝福の主人公になったとすれば、地上に来られてすべてを成し遂げられたキリストであるイエス様を信じている私たちは言うまでもなくその一つの根拠によって当たり前に根源的、代表的、記念碑的、時代的、不可抗力的な祝福の主人公に間違いありません。多くのクリスチャンの方々が、神様に祝福されたと言われても、「ああ、そうですか」というぐらいです。これからはどうすべきなのでしょうか。祝福の内容も吟味しなければならないし、いつでもどんな時でも当たり前に疑わずに迷わずに躊躇せずに、私は祝福の者なのだ。私は祝福されたのだ。私は幸せな者なのだ。私は幸いなのだと言わないと、言えないといけません。これが悪魔との戦いです。そこをクリアしないまま、なにが神様に喜ばれるか、なにをすればよい信仰なのか、どんなに考えてもずれてしまうのです。そんなに重荷を負って歩く理由はありません。まず第一に、朝目覚めたときに、夜、目をつぶる前に、一日中いろいろなことがある中で、真っ先に「私は祝福の者なのだ」と宣言しましょう。しかも自分では、自分の創造をはるかに超えてあふれんばかりの祝福を、いまの私たちに対してはアブラハムとは比べることができないように、天にある霊的なすべての祝福を私たちに与えられたと宣言されています。誰にでしょうか。アブラハムが待ち焦がれていたキリストが世に来られました。そして、すべてを成し遂げられたイエスを信じる者に対して、その一つの理由で宣言されます。あなたは天にある霊的なすべての祝福の主人公だと。
エペソ1章を見ると、そのことが詳細に書かれています。4節には、きよく傷のないものにしようとしていたとあります。私たちはそのようにきよく傷のないものになっています。5節を見ると、神の子どもにするために、私たちは神の子どもで、神様を「アバ、父」と呼ぶことができる祝福をいただいています。アブラハムは神様のことを「アバ、父」とは呼ぶことがなかったわけです。だから、アブラハムに宣言されている根源的な、代表的な、記念碑的な、時代的な、不可抗力的な祝福は、私によって成就したわけです。アブラハムは全部見ることができませんでした。特に、イエス・キリストを信じることによって、アブラハムにはそういう表現はありませんでした。10節を見ると、天にあるもの、地にあるものが、キリストにあって一つになるためにとあります。天にあるもの、地にあるものとは何でしょうか。まず私たちは地上にあって肉を抱えているのに、天にいらっしゃる神様と一つになり、まだサタンの下でさまよい続けている地上の様々な人々が私たちを通して神様のもとに立ち返るようになり、また一つになる、そういうことができる存在なのです。これは秘密です。皆さん、いままでたぶんアブラハムはこんなに祝福されてすごい記録が残っているので、アブラハムと自分を比べたときにアブラハムの方がずっと上だと大体が思っていたと思います。でも聖書を吟味してください。アブラハムにはこういう表現はありません。11節には、神様が私の相続であると同時に、私が神の相続ですよと言われています。相続は何でしょうか。わたしを見ると神を見ることができるということです。イエスを信じただけなのに、その一つの理由で。先ほども申し上げましたように、聖霊を通して内側に証印を押していらっしゃいます。ここがアブラハムとはまったく違うところです。内側に聖霊が内住してもう二度と聖霊様が離れることがないように証印を押されています。焼印ということです。エペソ1：20には、イエス様にあった復活の力、それが私たちに働いて、私たちはイエス様を信じて救われたと言われています。イエス様を信じている皆さんは、自分で気づいていないでしょうけれども、イエス様の復活の時に働いたその力とまったく同じ力が皆さんに働いて、それで救われたわけです。いまのその復活の力が皆さんにとどまり、それが皆さんを通して流れ出るようなシステムになっているわけです。そのことを全部まとめて表現した言葉が23節にあるように、キリストのからだなる教会です。キリストとくっついて一つになっています。だから、キリストのものが皆さんを通して全部現れて流れ出るようになります。アブラハムはそこまでの祝福を体験できていません。

モーセを通して紅海が分かれました。ものすごく奇跡でしょうけれども、その奇跡を体験していないから私たちはモーセよりは小さなものに思うのは言語道断なのです。それはその時代に必要なものであって、いまも必要であればそれ以上のこともありうるでしょう。でも、いま大切なのは、キリストのからだなる教会となって、モーセもアブラハムも経験したことがない福音宣教の祝福を体験する時代なのです。結局、祝福の宣言は、イザヤの時の旧約全般に流れていますが、実際に伝道の祝福を体験するのは初代教会からなのです。彼らはその祝福を約束されて、それから、それが実現するためにキリストが来られることを準備するための奇跡だったのです。でも、その準備は終わりました。キリストが世に来られて、悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさいました。イエスを信じることが、話が違います。ペテロがイエス様の前で「主は生ける神の御子キリストです」と告白したときに、「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」「この岩の上にわたしの教会を建てます。ハデスの門も打ち勝つことができない」「天の御国の鍵をあげよう。あなたが地上で解くなら天においても解かれており、地上でつなぐなら天においてもつながれており、あなたを祝福するものを祝福して、のろうものをのろおう」よりも上の表現なのです。これをカトリックでは勘違いして、教皇に許されている特権かのように勘違いしているのですがそうではありません。よく吟味してください。
このように祝福されていて、これは一部分です。聖書を見ると、このようなメッセージだらけです。その根拠は何でしょうか。アブラハムが来られるキリストの契約を握っていたように、その根拠は、実際に来られたイエス、キリストであるイエス様を信じただけです。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人には、神の子どもになる特権が与えられる。他に何も条件はありません。根拠は、信仰だけです。義人は、信仰によって生きるのです。御子イエス・キリストを持っているものはいのちを持っており、持っていないものはいのちを持っていません。イエス・キリストを持っているかどうかです。なぜなのでしょうか。イエスは、アブラハムがそれほど待ち望んでいたキリストその方だったからです。そういう意味で、アブラハムとは比べることはできません。アブラハムに宣言されている祝福が私のものだというのは、少しも迷わずに当たり前に思わなければいけないし、プラス、アブラハムに優る祝福の主人公なのです。だれがでしょうか。この世に来られたキリスト・イエスを信じている皆さんです。なぜアブラハムにはるかに優る祝福の人なのでしょうか。アブラハムにはなかった、見ることができなかった祝福の代表的なものが、聖霊が内住することです。Ⅰコリント3：16、あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。アブラハムはその祝福を見ることができませんでした。キリストが来られてその後に始まる祝福なのです。アブラハムを祝福されて、しかし、見ることができなかった祝福を見て体験して味わうことができる、つまり、アブラハムよりはるかに優る祝福の存在なのです。先ほども申し上げましたように、キリストのからだなる教会、これはアブラハムは見ることができませんでした。なぜならキリストが来られて天に昇られてから始まる祝福なので。そのときからキリストの復活の力が教会であるキリストのからだである教会、私たちを通して暗やみの世界に流れ出るようになるそれが始まるわけです。アブラハムにはその祝福は見ることができませんでした。つまり、別の言葉で申し上げると、ヨハネ14：12で言われているように、これからあなたがたはわたしが行っていたことを行うようになり、それ以上のことも行うようになると言われました。イエス様が行っていたことは何でしょうか。簡単に言葉でまとめると、福音宣教、伝道です。アブラハムはこの本格的な伝道の祝福は見ることができませんでした。しかし、この世に来られたキリスト、イエスを信じるものはキリストのからだ教会となり、福音宣教の祝福の主人公になります。これがアブラハムとの違いです。アブラハムよりアップグレードした祝福です。聖霊が臨まれると、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人となる。証人となることと世界福音化という新しい契約を私たちは味わい体験していくようになる存在です。
今日から皆さんの人間的な条件、状況、環境などを根拠にして、自分の祝福を測ろうとしないでください。それはだまされることです。アブラハムを見てください。根拠は一つしかありません。カナンの地に行くこと、来られるキリストを見上げることだけです。それなのにここまで祝福されました。そうならば、実際に世に来られたイエスを信じていること、それは言うまでもないでしょう。アブラハムに宣言されている祝福が全部自分のものであると同時に、それに優る祝福なのです。伝道というのは、結局、イエスがキリストだとあかしすることでしょう。だから、アブラハムもモーセも、この地上にイエスとして来られることを見る以前なので、そういう意味で伝道は無理なのです。伝道は、イエスがキリストだとあかしすることなので、イエスを信じる皆さんだけに許されているアブラハムに優る特権なのです。そして、それが可能になるために、アブラハムにはなかった聖霊の内住、キリストのからだなる教会として新しく造り変えられたということを覚えていてください。それが皆さんです。それが自分発見です。
今日から毎日、時間を決めて、あるいは常に自分で自分を祝福することに迷わないでください。躊躇しないでください。疑わないで当たり前に思って、おまえは幸いな者なのだ。あなたは祝福の存在なのだ。あなたはアブラハムに優る祝福の存在なのだと大胆に宣言しましょう。あまり大きな声でやらなくても当然なので、当然なことをやってください。当たり前にやってください。なぜならアブラハムはイエス様を信じていません。皆さんは、イエス様を信じているから。イエスです。それがどれほどの祝福で、どれほどの違いなのかをよく考えないといけません。

そして、当たり前に自分のことを祝福しようとすることを邪魔する、引っかかるもの、それが結局、サタンなのですが、それに対してどんな理由であれ、それを全部蹴っ飛ばしてください。たとえば「でも、おまえは過去、こうだったではないか。いまはこうではないか」とイエス以外にいろいろなことを取り入れて邪魔しようとします。そのときに「そうだよ。それがどうした」と宣言してください。練習してください。「そうだよ。それがどうした。関係ない。イエスはキリストだから」。ぜひ自分で自分を祝福してください。これが皆さんを取り囲んでいる悪霊が逃げるための武器です。悪霊がやっていることは、クリスチャンが自分で自分のことを祝福できないようにすることです。暗やみのままずっと留めておきたいのです。あなたは祝福の者です。アブラハムに優る祝福の主人公です。そのときに必ずささやきます。そのとき「そうだよ。それがどうした。関係ない。イエスがキリスト」。それを習慣のようにずっと繰り返してください。
それから、その宣言とともに、祝福の具体的な内容を求めてください。漠然とした祝福で終らずに、先ほども少し申し上げましたけれども、祝福の内容を聖書に基づいて探し求めて、それを具体的に黙想しながら感謝してください。その祝福の内容のいちばんの核心ポイントはインマヌエルです。それから、みんなが伝道、イエスの証人、つまり伝道者であることに対して、アブラハムにもなかった特権だということを信じて、特権意識を持つようにしてください。伝道のことをしっかり心に思って祈らないとアブラハムに優る祝福とは関係ないのです。簡単に申し上げれば、アブラハムに優る祝福は何でしょうか。皆さんは、伝道ができる存在です。そこをもし逃してしまうとアブラハムと一緒なのです。アブラハムはその時代だからそれでしょうがないでしょうけれども、いまはそうではないのにアブラハムと一緒であるというのはやられてしまうのです。ですから、伝道者のことを特権意識をもって感謝と感激とともに皆さんの現場において期待してください。わたしを通して伝道のわざがなされると期待して、その期待を祈りに変えてください。それがアブラハムが見ることができなかった祝福を、皆さん自ら味わう経験するようになることです。アブラハムが100回死んでもこれは味わうことができません。それなのに今皆さんにそれが許されているのです。イエスがよみがえられて、天の御座に座って、皆さんと一つになっています。皆さんがそれほど特別な存在だということを覚えて、だから、サタンはここに立たないようにあらゆる方面から攻撃を仕掛けるわけです。2部礼拝ではまたその話をしますが、ぜひ自分で祝福されたではなくて、自分が祝福の存在であるということを当然に当たり前に思うようにしましょう。
（祈り）
愛する天の父なる神様。祝福される余地、資格などはどこにもない者でありますが、ただ一つの根拠によって、キリストであるイエスを信じているこの信仰によってアブラハムのすべての祝福が私たちのものであり、アブラハムにはるかに優る伝道者としての祝福をいただいていることを感謝いたします。これから兄弟姉妹は日々、朝目覚めたときから自分に対して祝福を宣言することに迷うことがないように、当然のごとく、大胆に宣言することができるようにしてください。そして、それが福音宣教にしっかりつながるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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